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協
議
員
会
は
今 

１
０
・
１
１
月
の
協
議
員
会
で
の
報

告
・
検
討
内
容
を
一
部
紹
介
し
ま
す
。 

① 

秋
祭
り
の
反
省 

② 

福
崎
町
総
合
防
災
訓
練
と
辻
川

区
自
主
防
災
訓
練 

③ 
 

フ
ラ
ワ
ー
ポ
ッ
ト
の
植
替
え 

１
１
月
に
葉
牡
丹
に 

④ 

台
風
の
豪
雨
被
害
に
つ
い
て 

⑤ 

来
年
度
総
会
準
備
に
つ
い
て 

⑥ 

来
年
度
の
事
業
計
画
と
予
算
組

み
の
準
備 

⑥ 

事
業
所
等
へ
の
協
力
金
に
つ

い
て 

 

当
面
の
予
定 

１
月
７
日
（
日
）
１
１
時
頃
～ 

 
 

合
格
祈
願
祭
（
辻
川
区
主
催
） 

１
月
２
１
日
（
日
）
１
３
時
３
０
分
～ 

 
 

平
成
３
０
年
度
辻
川
区
総
会 

１
月
２
７
日
（
土
）
１
９
時
３
０
分
～ 

 
 

新
隣
保
長
会
議 

 
 

 

 

祭
礼
行
事
の
お
知
ら
せ 

宮
当
番[
十
七
隣
保]

よ
り 

◆
１
月
１
日
～
３
日 

 

正
月
祭
り
（
鈴
の
森
各
社･
高
藤
稲
荷
） 

◆
１
月
７
日
（
日
）
１
０
時 

冬
え
び
す
（
恵
美
酒
神
社
） 

 

一
戸
あ
た
り
２
０
０
円
の
賽
銭
を 

お
願
い
し
ま
す
。 

◆
１
月
１
３
日
（
土
）
１
５
時 

と
ん
ど 

（
鈴
の
森･

高
藤
稲
荷
神
社
） 

事
業
報
告 

◆
９
月
１
６
日
（
土
） 

隣
保
長
・
各
種
団
体
役
員
会
議 

① 

秋
祭
り
実
行
委
員
会
構
成
・
運

行
予
定
等
説
明 

② 

道
普
請
に
つ
い
て 

③ 

辻
川
山
公
園
と
周
辺
清
掃 

④ 

来
年
度
の
要
望
書
に
つ
い
て 

⑤ 

自
主
防
災
訓
練
に
つ
い
て 

⑥ 

福
崎
町
主
催 

総
合
防
災
訓
練

に
つ
い
て 

◆
９
月
２
４
日
（
日
）
道
普
請 

 

お
か
げ
さ
ま
で
、
今
年
も
秋
祭
り

に
向
け
て
区
内
の
街
路
が
き
れ
い

に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
そ
れ
に
先

立
っ
て
、
老
人
会
の
皆
さ
ん
に
よ
る

鈴
の
森
神
社
拝
殿
・
境
内
・
参
道
の

掃
除
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
、

Ｏ
Ｂ
会
に
よ
っ
て
境
内
や
そ
の
周

辺
の
せ
ん
定
や
下
刈
が
行
わ
れ
、
祭

り
の
下
準
備
が
整
い
ま
し
た
。 

            

◆
１
１
月
１
２
日
（
日
） 

辻
川
区
自
主
防
災
訓
練 

 

全
国
火
災
防
火
運
動
期
間
に
あ

わ
せ
て
、
辻
川
公
民
館
南
側
で
、
消

火
器
使
用
講
習
を
行
い
ま
し
た
。
ま

た
、
消
火
器
販
売
と
詰
め
替
え
も
行

い
ま
し
た
。 

こ
れ
か
ら
冬
場
を
迎
え
、
火
災
の

発
生
し
や
す
い
時
期
に
な
り
ま
す
。

初
期
消
火
に
は
、
消
火
器
が
力
を
発

揮
し
ま
す
。
そ
の
た
め
に
も
消
火
器

の
使
い
方
や
初
期
消
火
に
つ
い
て

正
し
く
知
る
こ
と
が
、
大
切
で
す
。 
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「
一
年
を
振
り
返
っ
て
」 

 

区
長 

鈴 

木 

健 

文 

  
 

区
長
に
就
任
し
て
早
く
も
一
年
を
迎
え
よ
う 

と
し
て
い
ま
す
。
新
体
制
の
下
、
無
我
夢
中
で 

行
事
や
事
業
等
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
し
た 

が
、
ま
だ
ま
だ
勉
強
不
足
、
認
識
不
足
の
為
、 

区
民
の
方
の
期
待
に
添
え
て
い
な
い
の
で
は
な 

い
か
と
、
い
ま
だ
に
自
問
自
答
の
日
々
で
す
。 

辻
川
界
隈
整
備
計
画
推
進
、
大
型
宅
地
開
発 

等
、
辻
川
区
を
取
り
ま
く
環
境
は
、
今
後
も
大 

き
く
変
化
し
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
私
た
ち
が 

住
む
、
文
化
と
歴
史
に
恵
ま
れ
た
辻
川
区
を
さ 

ら
に
、
住
ん
で
良
か
っ
た
と
思
え
る
よ
う
に
、 

地
域
づ
く
り
へ
の
区
民
の
意
識
の
高
揚
と
参
画 

を
促
す
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
高
め
て
い
き
た
い 

と
思
っ
て
い
ま
す
。
区
民
の
皆
さ
ん
の
「
理
解 

と
協
力
」
無
く
し
て
は
本
当
の
「
ま
ち
づ
く
り
」 

は
で
き
ま
せ
ん
。
今
ま
で
以
上
に
関
心
度
を
深
め 

て
い
た
だ
き
、
み
ん
な
で
取
り
組
ん
で
い
き
ま
し 

ょ
う
。
私
た
ち
協
議
員
も
一
体
と
な
っ
て
頑
張
っ 

て
ま
い
り
ま
す
。 

 

 

11/5 三木家入門講座① 

「三木家住宅と三木家の人々」 

 

10/7 鈴の森神社 宮出 

 

❤
辻
川
山
公
園
の
清
掃
協
力 

９
月
３
０
日
（
土
） 

 

１
ブ
ロ
ッ
ク
を
中
心
に
３
０
名 

余
り
の
方
に
参
加
し
て
も
ら
い
ま 

し
た
。
た
く
さ
ん
の
方
の
参
加
の 

お
か
げ
で
、 

き
れ
い
に
な 

り
ま
し
た
。 

あ
り
が
と
う 

ご
ざ
い
ま
す
。 

初
期
消
火
の
ポ
イ
ン
ト 

① 

「
火
事
だ
ー
。」
と
大
声
で
知
ら
せ
、
で 

き
れ
ば
複
数
人
で
対
応
す
る
。 

② 

落
ち
着
い
た
素
早
い
対
応
。 

（
出
火
後

２
～
３
分
が
消
火
器
消
火
の
目
安
。
） 

③ 

消
火
で
き
そ
う
に
な
い
時
は
、
直
ち
に

避
難
。（
天
井
に
達
し
て
い
る
、
あ
る
い

は
、
自
分
の
身
長
以
上
の
火
は
、
消
火

器
消
火
の
限
界
を
超
え
て
い
る
。） 

消
火
器
の
使
い
方 

① 

安
全
ピ
ン
を
抜
く
。 

② 

ホ
ー
ス
の
先
を
火
元
へ
向
け
る
。 

③ 

レ
バ
ー
を
握
る
と
、
１
５
秒
程
度 

薬
剤
が
噴
射
さ
れ
る
。 

http://www10.plala/


◆
１
０
月
７
日
（
土
）・
８
日
（
日
） 

秋
祭
り 

本
年
度
は
、
事
前
に
練
り
子
会
議

を
持
ち
、
屋
台
の
運
行
や
担
ぎ
方
、

宮
入
宮
出
の
仕
方
等
に
つ
い
て
説

明
や
話
し
合
い
が
あ
り
ま
し
た
。
そ

し
て
、
肩
合
わ
せ
の
時
に
、
よ
り
具

体
的
な
確
認
を
し
ま
し
た
。 

当
日
に
向
け
て
、
村
の
辻
々
に
シ

デ
飾
り
や
幟(

の
ぼ
り)

が
や
っ
こ

会
に
よ
り
立
て
ら
れ
、
祭
練
会
や
青

年
団
に
よ
り
し
め
縄
張
り
も
完
了

し
ま
し
た
。
鈴
の
森
神
社
も
宮
当
番

に
よ
り
準
備
が
整
え
ら
れ
、
祭
り
ム

ー
ド
が
高
ま
っ
て
い
き
ま
し
た
。 

祭
り
当
日
、
宵
宮
の
午
前
中
は
、 

                 

時
折
の
小
雨
に
気
を
も
み
ま
し
た

が
、
鈴
の
森
神
社
の
宮
入
の
頃
に
は

雨
も
あ
が
り
、
無
事
に
宮
入
が
で
き

ま
し
た
。
こ
れ
も
、
祭
り
に
関
わ
る

多
く
の
方
々
の
熱
い
思
い
が
通
じ

た
よ
う
に
思
い
ま
し
た
。 

宮
入
後
の
恒
例
？
の
河
童
に
扮

し
た
行
司
に
よ
る
子
ど
も
相
撲
も

大
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。 

本
宮
当
日
は
、
朝
か
ら
快
晴
に
恵

ま
れ
、
祭
り
の
成
功
と
安
全
を
願
っ

て
の
鏡
開
き
で
幕
が
開
き
ま
し
た
。

そ
し
て
、
旧
道
を
子
ど
も
た
ち
も
加

わ
っ
て
の
屋
台
引
き
も
行
い
ま
し 

た
。
ま
た
、
神
事
と
し
て
の
岩
尾
神 

社
へ
の
神
輿
渡
御
に
、
今
年
も
厄
年 

                

 

の
神
輿
か
き
２
名
と
区
長
、
お
供
の

者
が
参
加
し
ま
し
た
。 

さ
て
、
本
年
度
の
熊
野
神
社
の
宮

入
の
順
は
、
５
番
目
で
し
た
、
た
く

さ
ん
の
シ
デ
棒
や
青
竹
の
声
援
と

と
も
に
、
力
の
こ
も
っ
た
宮
入
が
で

き
ま
し
た
。
ま
た
、
宮
出
は
、
今
年

か
ら
４
台
練
を
す
る
こ
と
に
な
り
、

中
島
、
北
野
、
加
治
谷
と
練
り
合
わ

せ
ま
し
た
。 

                       
今
年
も
辻
川
区
全
体
で
一
致
協

力
し
て
、
い
い
祭
り
が
で
き
、
無
事

に
終
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
木

方
、
棒
端
、
青
年
団
は
も
と
よ
り
、

子
ど
も
会
や
Ｏ
Ｂ
会
等
の
実
行
委

員
会
の
皆
さ
ん
の
献
身
的
な
支
え

に
負
う
と
こ
ろ
も
大
き
か
っ
た
で

す
。
ま
た
、
周
辺
住
居
の
皆
さ
ん
の

ご
理
解
に
も
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。 

一
方
、
課
題
も
あ
り
ま
し
た
。
そ

の
一
つ
は
、
本
宮
の
夜
の
蔵
入
れ
前

の
旧
道
で
の
練
り
方
で
す
。
疲
れ
も

加
わ
り
危
険
を
感
じ
る
場
面
が
あ

り
ま
し
た
。
そ
の
他
、
い
く
つ
か
の

課
題
に
つ
い
て
は
、
次
年
度
に
向
け

て
検
討
が
必
要
で
す
。
来
年
度
も
、

い
い
祭
り
に
な
る
よ
う
に
、
皆
様
の

ご
協
力
ご
支
援
を
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。 

             

 

◆
フ
ラ
ワ
ー
ポ
ッ
ト 

辻
川
区
内
に
４
ヶ
所
フ
ラ
ワ
ー

ポ
ッ
ト
が
あ
る
の
を
ご
存
じ
で
す

か
。
公
民
館
前
、
登
記
所
倉
庫
前
、

高
藤
稲
荷
前
、
地
蔵
堂
前
で
す
。 

春
に
は
、
パ
ン
ジ
ー
が
植
え
ら
れ
、

夏
に
は
、
町
花
で
も
あ
る
サ
ル
ビ

ア
が
赤
い
か
わ
い
い
花
を
咲
か
せ

て
い
ま
し
た
。
区
民
の
皆
様
に
目

を
楽
し
ま
せ
て
も
ら
え
た
ら
と
、

協
議
員
の
環
境
担
当
が
、
お
世
話

を
し
て
い
ま
す
。
十
一
月
後
半
に

は
、
葉
ボ
タ
ン
に
植
え
替
え
ら
れ
、

冬
の
装
い
と
な
り
ま
し
た
。 

        

編
集
後
記 

 

私
達
の
住
む
ふ
る
さ
と
「
辻
川
」

に
は
、
柳
田
国
男
生
家
を
は
じ
め
、

神
崎
郡
歴
史
民
俗
資
料
館(

旧
郡
役

所)

、
大
庄
屋
三
木
家
住
宅
な
ど
歴

史
的
に
も
貴
重
な
文
化
財
が
多
く

あ
り
ま
す
。
日
頃
は
、
日
常
の
風

景
に
溶
け
込
ん
で
い
て
意
識
し
て

い
ま
せ
ん
が
、
大
切
に
し
て
い
き

た
い
も
の
で
す
。 

〔
吉
田
〕 

 

 旧道を屋台引き 

 

 

木方、棒端のみなさん 

宵宮(7日)の朝  屋台蔵前にて 

 

 

幟(のぼり)が立つ 

 

 

鈴の森神社宮入 

 

 

鈴の森神社宮出後 坂参道 

 

 

宵宮  提灯に 

灯りがともる 

 

 

子ども相撲 

 

 

 練り子会議 

 

 

本宮の朝の鏡開き 

 

 

乗り子 全員集合 

青年団、レディース集合 

 熊野神社 宮入 

 

 

 熊野神社 宮出 屋台４台練り  

 

 

本宮の夜の屋台 

神輿とかき手 

8/5 公民館前 サルビア 

11/18 公民館前 葉ボタン 


